
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
の
調
査
報
告

山
　
田
　
勝
　
久

一
、
は
じ
め
に

ト
ル
フ
ァ
ン
（
１
）

（
吐
魯
番
）
の
地
で
は
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
や
勝
金
口
千
仏
洞
や
吐
峪
　
千
仏
洞
は
、
観
光
地
と
し
て
開
放
さ
れ
多
く

の
外
国
人
に
知
ら
れ
、
写
真
集
や
研
究
書
も
多
数
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヤ
ー
ル
（
雅
尓
）
湖
千
仏
洞
は
未
開
放
遺
跡
と

し
て
、
内
外
の
研
究
者
の
調
査
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
古
代
遺
跡
の
調
査
を
四
十
七
回
に
わ
た
っ
て
続

け
て
き
た
が
、
幸
い
に
も
一
九
九
六
年
十
二
月
よ
り
、
今
は
亡
き
柳
洪
亮
ト
ル
フ
ァ
ン
博
物
館
元
館
長
の
案
内
で
、
千
仏
洞
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
写
真
撮
影
も
許
可
さ
れ
た
。

三
二
七
年
（
東
晋
の
咸
和
二
年
）、『
初
学
記
』
巻
八
に
よ
れ
ば
、
前
涼
の
張
駿
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
を
支
配
下
に
収
め
る
と
、
交
河
城
か

ら
高
昌
壁
に
政
治
や
経
済
の
中
心
を
移
し
た
。
後
の
支
配
王
朝
で
あ
る
前
秦
、
後
涼
、
西
涼
、
北
涼
も
高
昌
壁
に
軍
を
置
い
た
。
以
後
、

『
晋
書
』
張
軌
伝
に
「
以
っ
て
其
の
地
、
高
昌
郡
と
為
す
」
と
の
記
述
の
如
く
、
高
昌
の
名
は
こ
の
盆
地
を
支
配
し
た
王
国
の
名
前
と
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
四
五
〇
年
、
北
魏
の
攻
撃
を
受
け
た
沮
渠
無
緯
は
、
河
西
回
廊
か
ら
ト
ル
フ
ァ
ン
に
逃
亡
、
こ
の
地
に
よ
っ
て
自
立
し
た
。
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四
六
〇
年
、
沮
渠
無
緯
の
死
後
も
仏
教
は
保
護
さ
れ
、
政
治
的
に
は
柔
然
に
よ
る
安
周
の
殺
害
と
闕
伯
周
の
即
位
、
そ
の
後
、
首
帰
、
張

孟
明
、
馬
儒
、
麹
嘉
、
麹
堅
な
ど
の
漢
人
系
の
王
が
こ
の
地
を
治
め
た
が
、
い
ず
れ
も
敬
虔
な
仏
教
徒
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
石
窟
は
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。
漢
人
も
回
鶻
人
な
ど
少
数
民
族
と
共
に
参
詣
し
て
い
た
こ
と
が
、
壁
画
の
題
記
に
よ
っ
て
う
か
が
え
る
。

六
四
〇
年
、
高
昌
国

（
２
）
が
唐
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
も
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
は
駐
留
す
る
中
原
の
兵
士
が
仏
教
徒
で
あ
っ
た
の
で
、
石

窟
は
参
詣
者
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
安
禄
山
の
反
乱
以
後
、
唐
の
勢
力
が
西
域
か
ら
後
退
す
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
ィ
グ
ル
等
の
諸
族
が

進
出
し
、
八
四
〇
年
に
は
古
代
ウ
ィ
グ
ル
族
の
一
部
が
、
北
部
高
原
よ
り
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
に
侵
入
し
て
き
た
。

ウ
ィ
グ
ル
族
が
本
格
的
に
ト
ル
フ
ァ
ン
に
住
み
始
め
た
の
は
、
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
彼
ら
の
祖
先
は
丁
零

人
と
呼
ば
れ
、
天
山
山
脈
の
北
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
か
ら
バ
イ
カ
ル
湖
近
辺
に
か
け
て
遊
牧
を
営
ん
で
い
た
。
八
世
紀
中
頃
に
、
蒙
古
高

原
に
汗
国
を
建
国
し
、
唐
王
朝
の
安
定
に
貢
献
、
玄
宗
か
ら
「
回
旋
す
る
こ
と
軽
捷
に
し
て
、
鶻
の
ご
と
し
」
と
評
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら

回
鶻
と
改
名
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
漢
時
代
に
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
塞
、
の
ち
に
車し
ゃ

師し

（
姑
師
）
（
３
）

と
呼
称
さ
れ
た
車
師
前
国
で
あ
る
。

前
二
世
紀
、
都
の
交
河
城
を
、『
漢
書
』
西
域
伝
は
「
車
師
前
国
、
王
は
交
河
城
に
治
す
。
河か

水す
い

分
流
し
て
城
下
を
繞め
ぐ

る
。
故
に
交
河
と

号
す
。
長
安
を
去
る
こ
と
八
一
五
〇
里
」
と
記
し
て
い
る
。
ヤ
ー
ル
湖
か
ら
流
れ
る
二
つ
の
河
、
ヤ
ル
ナ
ー
ズ
溝
に
挟
ま
れ
た
高
さ
三
十

メ
ー
ト
ル
の
台
地
の
面
積
は
、
約
五
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
造
物
の
敷
地
面
積
は
三
十
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
地
元
の
牧
人
は

交
河
城
を
突
厥

と
っ
け
つ

語
の
「
崖が
い

城
じ
ょ
う
」
を
示
す
言
葉
、「
ヤ
ル
ホ
ト
」（
雅
尓
和
図
）
と
呼
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
交
河
故
城
は
ほ
ぼ
南
北
に
軍
艦
の
形
状
で
横
た
わ
り
、
長
さ
は
一
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
最
も
広
い
幅
は
約
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
建
築
遺
構
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
面
を
削け

ず

り
込
む
方
式
で
造
営
さ
れ
て
い
る
。
南
部
は
官
庁
街
と
居
民
区
、
北
部
は
寺

院
区
と
墓
地
に
分
け
ら
れ
、
城
門
は
南
、
東
、
西
の
三
カ
所
に
あ
る
。
大
仏
寺
、
西
北
小
寺
、
東
北
小
寺
、
塔
林
な
ど
の
仏
教
遺
跡
は
五

十
一
ヵ
所

（
４
）
あ
り
、
総
面
積
の
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
東
北
部
に
は
宿
坊
も
造
営
さ
れ
て
お
り
、
出
店
が
並
ん
で
い
た
こ
と
が
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柱
基
と
出
土
品
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。

一
九
九
四
年
六
月
、
交
河
故
城
の
北
部
古
墳
群
よ
り
五
室
か
ら
な
る
地
下
寺
院
が
発
見
さ
れ
、
私
も
窟
内
に
入
っ
た
が
絵
画
の
構
成
や

顔
料
の
分
析
か
ら
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
造
営
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
東
側
の
室
の
状
態
が
住
民
の
生
活
様
式

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
地
下
寺
院
は
初
め
は
住
居
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
寺
院
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
も
判
明
し

た
。
こ
こ
か
ら
は
、
外
は
銀
、
中
は
銅
の
舎
利
箱
と
舎
利
三
個
、
仏
頭
、
念
珠
玉
約
千
個
、
麹
氏
高
昌
時
代
の
仏
像
な
ど
も
出
土
し
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
釈
迦
説
法
図
の
壁
画
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
二
〇
の
供
養
墓
碑
も
出
土
し
、
そ
の
数
は
偶
然
に
も
墓
の
中

に
埋
葬
さ
れ
た
死
者
の
数
と
同
じ
で
、
そ
こ
に
は
埋
葬
年
月
日
と
生
前
の
官
職
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

二
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
に
つ
い
て

ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
（
５
）
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
市
の
西
方
、
約
十
一
キ
ロ
の
該
県
三
区
六
郷
ヤ
ル
コ
村
に
位
置
し
て
い
た
。
交
河
故
城
北
端
か
ら

ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
ま
で
は
、
北
西
に
約
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
途
中
の
河
床
の
幅
は
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
河
岸
か
ら
千
仏
洞
ま
で
は
約
八
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
地
上
か
ら
洞
窟
ま
で
の
高
度
は
約
十
五
メ
ー
ト
ル
、
丘
陵
の
頂
上
か
ら
洞
窟
ま

で
は
約
四
、
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
窟
の
入
口
の
す
ぐ
上
部
に
は
、
昔
は
堅
固
な
日
除
け
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
辺
が
八
〜
十
セ
ン
チ
の

四
角
い
孔
が
六
個
、
直
径
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
丸
い
孔
が
七
個
あ
い
て
い
た
。
そ
の
す
ぐ
上
に
は
小
さ
い
孔
が
平
行
に
八
二
個
あ
い
て
お

り
、
創
建
当
時
は
精せ

い

緻ち

な
庇
ひ
さ
し
が
整
然
と
建
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

千
仏
洞
の
、
東
西
の
長
さ
は
約
六
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
現
存
す
る
窟
は
七
窟
で
あ
る
。
壁
画
の
総
面
積
は
約
一
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、

窟
の
前
に
幅
約
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
平
台
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
河
谷
に
通
ず
る
階
段
に
な
っ
て
い
る
道
が
正
面
右
に
あ
る
。

第
一
号
窟
は
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
の
中
に
あ
っ
て
、
唯
ひ
と
つ
側
室
を
有
す
る
窟
で
、
従
券
頂
と
呼
ば
れ
る
主
室
と
東
西
に
の
び
る
側

室
は
、
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
面
積
で
あ
る
。
長
方
形
の
主
室
の
奥
ゆ
き
は
約
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
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余
、
主
室
の
奥
の
左
に
は
、
二
号
窟
に
通
ず
る
門
口
が
あ
る
。
西
壁
の
奥
の
右
に
あ
る
孔
は
、
横
券
頂
で
あ
る
側
室
に
通
じ
て
お
り
、
長

さ
は
六
メ
ー
ト
ル
余
、
幅
も
高
さ
も
約
四
メ
ー
ト
ル
、
ほ
と
ん
ど
毀き

損そ
ん

し
て
壁
画
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

主
室
の
後
壁
に
は
、
一
条
の
赤
い
枠
線
と
大
き
な
赤
色
の
漢
文
題
記
の
跡
が
あ
り
、「
形
」
・
「
正
」
・
「
被
」
と
い
っ
た
文
字
が
や

っ
と
読
め
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
た
。
同
じ
よ
う
に
、
左
壁
に
も
赤
色
の
ウ
ィ
グ
ル
文
の
題
記
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
判
読
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
側
室
の
東
壁
よ
り
う
か
が
え
る
三
層
の
草
泥
に
よ
り
、
こ
の
窟
が
何
回
か
修
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
号
窟
は
、
北
東
に
横
た
わ
る
長
方
形
の
従
券
頂
と
呼
ば
れ
る
窟
で
、
長
さ
が
約
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が

約
四
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
北
壁
の
窟
門
が
や
や
東
に
向
い
て
お
り
、
そ
の
西
側
に
は
一
つ
の
小
さ
な
室
が
鑿う
が

た
れ
て
い
た
。
窟
内
に
壁
画
は

な
く
、
壁
に
は
草
泥
を
塗
り
付
け
た
後
、
石
灰
を
塗
り
い
つ
で
も
絵
が
画
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
後
壁
と
窟
孔

く
っ
こ
う

の
西
壁
に
、
点
在
す

る
赤
色
の
漢
文
題
記
が
あ
っ
た
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。

第
三
号
窟
は
、
長
方
形
の
窟
で
第
二
号
窟
と
ほ
ぼ
同
じ
形
状
と
な
っ
て
い
て
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
余
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
高
さ

約
四
メ
ー
ト
ル
、
北
壁
の
窟
門
は
や
や
東
に
向
い
て
お
り
、
そ
の
両
側
に
は
小

し
ょ
う

龕が
ん

が
鑿
た
れ
て
い
た
。

西
壁
の
南
端
に
は
「
粛
州
中
菅
、
官
隊
□
奉
楊
□
□
専
□
朱
□
□
□
光
、
馬
伏
龍
李
玉
朱
甫
張
□
井
要
龍
、
康
煕
六
十
一
年
十
月
初
、

八
日
到
此
□
□
」
と
六
行
書
か
れ
て
い
た
。
河
西
回
廊
の
粛

し
ゅ
く

州
し
ゅ
う

か
ら
や
っ
て
き
た
軍
人
の
、
馬
な
る
人
物
が
、
清
の
康こ
う

煕き

六
十
一
年

（
一
六
七
一
年
）
十
月
八
日
に
こ
の
千
仏
洞
を
参
観
し
、
記
念
と
し
て
壁
面
に
刻
字
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

第
四
窟
は
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
の
中
心
窟
で
、
左
右
対
称
の
広
大
な
従
券
頂
と
呼
ば
れ
る
窟
で
あ
る
。
北
東
の
中
部
に
窟
戸
が
あ
り
、

主
室
の
奥
行
き
は
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
四
メ
ー
ト
ル
余
、
高
さ
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
主
室
の
後
方
に
位
置
す
る
小
室
の

長
さ
は
約
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
約
三
メ
ー
ト
ル
、
主
室
の
奥
の
両
側
に
は
左
右
二
個
の
対
称
の
修
行
窟
が
あ
り
、

高
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
余
あ
る
。
一
室
が
草
泥
を
塗
り
、
残
り
の
三
室
は
土
壁
で
あ
っ
た
。
説
法
図
に
ア
ー
チ
状
の
頂
に
千
仏
を
描
い
て
、

説
法
す
る
仏
は
蓮
華
座
に
座
り
、
傍
ら
に
聴
聞
す
る
僧
た
ち
が
い
る
。



主
室
に
も
後
室
に
も
鮮
明
な
色
彩
の
壁
画
が
残
存
し
、
そ
の
総
面
積
は
、
約
一
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
。
主
室
の
両
側
は
大
型

の
説
法
図
で
、
絵
は
み
な
上
下
二
層
、
一
層
に
は
十
一
幅
の
壁
画
が
あ
り
、
上
部
は
残
り
下
部
の
多
く
は
毀
損
し
て
い
た
。

こ
の
壁
画
の
特
色
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
法
図
の
中
間
に
蓮
花
座
に
坐
し
た
仏
を
描
き
、
周
囲
に
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

す
る
菩
薩
や
弟
子
た
ち

の
姿
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
側
壁
と
天
井
部
分
の
相
交

あ
い
ま
じ

わ
る
と
こ
ろ
に
は
、
縦
じ
ゅ
う

向こ
う

横
幅

お
う
ふ
く

垂す
い

帳
ち
ょ
う

紋も
ん

の
図
案
が
一
条
美
し
く
描
写
さ

れ
、
窟
門
の
西
側
の
内
壁
に
は
六
人
の
比
丘

び

く

と
、
長
ち
ょ
う

袍ほ
う

を
身
に
つ
け
た
高
昌
王
国
時
代
の
ウ
ィ
グ
ル
人
の
男
女
供
養
人
像
が
あ
っ
た
。

黒
髪
は
肩
に
た
れ
下
が
り
、
両
手
を
合
わ
せ
、
ま
た
、
正
面
の
壁
門
の
両
側
に
は
、
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
で
説
か
れ
る
普
賢
と
文
殊
師
利

の
二
菩
薩
が
描
写
さ
れ
、
窟
門
の
頂
部
に
は
、
身
体
が
条
幅
式
で
怪
異
な
座
っ
た
僧
像
が
画
か
れ
て
い
る
。

主
室
の
東
西
と
後
室
の
壁
画
は
切
り
取
ら
れ
、
後
室
の
正
面
の
主
菩
薩
像
は
、
た
だ
塑
像
の
一
仏
の
光
背
の
み
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の

後
室
の
東
側
の
壁
に
も
、
二
行
の
回
鶻
文

か
い
こ
つ
ぶ
ん

の
榜
題
ぼ
う
だ
い

が
あ
る
。
西
側
の
壁
画
の
上
部
に
は
、
礼
仏
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
前
端
に
は
雷
公

ら
い
こ
う

と

霹
靂

へ
き
れ
き

と
が
描
か
れ
、
東
側
の
壁
に
は
菩
薩
像
が
描
か
れ
て
い
た
。
門
の
通
路
の
西
内
側
に
は
男
の
供
養
人
が
、
通
路
の
東
内
側
に
は
龍
王

が
描
か
れ
、
窟
の
天
井
に
は
千
仏
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
仏
は
両
方
の
襟
を
ゆ
っ
た
り
と
垂
ら
し
た
礼
服
を
身
に
つ
け
、
蓮
花
座
の
上
に

坐
っ
て
い
る
。

窟
内
の
東
側
の
内
壁
に
は
、
ウ
ィ
グ
ル
女
の
供
養
人
像
が
二
体
あ
っ
た
。
上
部
の
一
体
は
頭
部
が
毀
壊
し
て
い
る
が
、
身
体
に
は
紅
色

の
通
裙
大
襦

つ
う
く
ん
だ
い
じ
ゅ

を
身
に
つ
け
、
長
い
紅
色
の
絹
を
身
体
の
う
し
ろ
に
一
条
な
び
か
せ
、
中
ほ
ど
で
美
し
く
花
結
び
を
し
て
い
る
。
下
部
の
一

体
の
顔
は
良
く
残
っ
て
お
り
、
髪
を
丸
く
結
ん
で
い
る
も
の
の
、
冠
を
つ
け
る
部
分
は
既
に
朽
ち
果
て
て
い
た
。
背
中
に
一
条
の
長
く
て

紅
い
絹
の
広
帯

こ
う
た
い

を
垂
ら
し
、
中
間
で
花
結
び
を
し
て
い
る
も
の
の
、
腰
よ
り
下
は
欠
落
し
て
い
る
。

第
五
号
窟
は
、
長
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
余
の
長
方
形
の
従
券
頂
で
、
西
に
偏
っ
た
窟
門
を
入
っ

た
す
ぐ
左
側
、
す
な
わ
ち
東
壁
の
内
壁
に
小
龕
が
鑿
た
れ
て
い
た
。
窟
内
に
壁
画
は
な
く
、
た
だ
草
泥
を
塗
っ
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
西

壁
に
赤
色
の
三
行
の
漢
文
題
記
が
あ
り
、「
提
記
為
見
仏
聞
･
･
･
･
･
･
、
師
提
記
耳
･
･
･
･
･
･
、
任
子
年
七
月
□
日
」
と
判
明
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で
き
る
。
ま
た
、
六
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
突
厥

と
っ
け
つ

文
題
記
も
四
行
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
六
朝
か
ら
唐

代
に
か
け
て
、
漢
語
と
突
厥
語
が
ト
ル
フ
ァ
ン
で
は
共
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

窟
門
に
近
い
北
部
に
は
、
岩
石
画
の
よ
う
に
二
匹
の
羊
の
絵
が
彫
ら
れ
、
門
戸
の
東
側
壁
上
に
は
赤
色
の
漢
文
題
記
が
数
行
あ
り
、

「
到
此
西
谷
寺
」
の
文
字
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
、
こ
の
窟
が
交
河
城
の
西
の
河
谷
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
西
谷
寺
と
名
称
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
六
号
窟
は
、
長
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
従
券
頂
と
呼
ば
れ
る
窟
で
、
北
壁
の
窟
門
は
少
し

西
に
偏
か
た
よ
り
、
東
壁
の
内
壁
に
は
小
龕
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
窟
内
に
は
ほ
と
ん
ど
壁
画
は
な
く
、
た
だ
東
壁
に
は
赤
色
の
描
線
で
画
い
た
比

丘
一
人
の
頭
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
土
壁
は
草
泥
を
塗
っ
て
こ
ね
ま
わ
し
て
あ
り
、
正
面
つ
き
あ
た
り
の
後
壁
の
ま
ん

中
に
は
、
仏
像
の
光
背
の
上
部
の
み
が
残
存
し
て
い
た
。

第
七
号
窟
も
従
券
頂
と
呼
ば
れ
る
窟
で
、
北
壁
の
ま
ん
中
に
入
口
が
あ
り
、
奥
の
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
余
、
幅
が
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
窟
に
塑
像
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
四
面
と
門
洞
と
天
井
に
維
摩
詰
所
説
経
で
説
か
れ
る
花
雨
な
ど
の

仏
教
壁
画
が
あ
り
、
そ
の
総
面
積
は
約
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
で
い
る
。

千
仏
の
形
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
円え

ん

領
り
ょ
う

通
肩
式

つ
う
け
ん
し
き

の
大
衣
を
身
に
つ
け
、
頭
上
に
傘
の
よ
う
な
華か

蓋が
い

が
あ
る
も
の
、
い
ま
一
つ
は
、

双そ
う

領
り
ょ
う
下か

垂
式

す
い
し
き

の
天
衣
を
つ
け
、
頭
上
に
菩
提
樹
の
よ
う
な
華
蓋
を
つ
け
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の
二
種
類
の
千
仏
は
、
み
な
蓮
花
座
の
上

に
坐
っ
て
い
る
。
天
井
に
は
一
仏
二
菩
薩
を
描
写
し
た
一
幅
の
壁
画
が
あ
り
、
上
下
両
側
に
は
藤
蔓
が
描
か
れ
て
、
窟
戸
の
内
側
の
壁
画

は
、
緑
と
藍
の
二
色
を
中
心
と
し
た
供
養
人
像
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ク
チ
ャ
の
キ
ジ
ル
千
仏
洞
の
第
二
、
三
期
の
壁
画
の
技
法
と

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
の
ウ
ィ
グ
ル
時
期
の
画
法
と
類
似
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
漢
文
だ
け
で
な
く
突
厥
や
回
鶻
な
ど
の
言
語
が
壁
画
の
中
に
散
見
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
注
目
に
値
す
る
。
こ

の
こ
と
は
、
た
と
え
政
治
の
支
配
者
は
交
替
し
て
も
、
時
の
指
導
者
は
自
ら
の
言
語
の
使
用
を
、
支
配
し
た
と
こ
ろ
の
砂
漠
の
民
に
強
要
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し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
各
民
族
の
固
有
の
言
語
や
文
化
を
尊
重
し
、
何
よ
り
も
共
に
大
乗
仏
教
を
信
ず
る
と
こ
ろ
か
ら

く
る
、
親
近
感
に
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
が
造
営
さ
れ
た
年
代
は
い
つ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
最
初
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
二
、
三
十

人
の
修
行
者
の
日
々
の
衣
食
の
充
足
が
必
要
と
い
う
点
か
ら
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、
交
河
城
が
都
市
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
時
代
、

す
な
わ
ち
供
養
者
が
多
く
存
在
し
て
い
た
時
に
穿
た
れ
た
と
推
断
で
き
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
に
は
、
四
四
一
年
に
北
涼
の
残
党
が
攻
撃
し

て
く
る
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
石
窟
は
窟
数
こ
そ
七
窟
と
少
な
い
も
の
の
、
一
つ
ひ
と
つ
の
洞
窟
は
華
麗
で
あ
り
、
色
彩
も
豊
富
で
高
度

な
技
術
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
一
号
窟
か
ら
七
号
窟
ま
で
、
同
時
に
設
計
さ
れ
開
鑿
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
相

当
の
権
勢
を
有
す
る
支
配
者
で
な
い
と
、
造
営
は
不
可
能
で
あ
る
。
大
量
の
顔
料
と
画
工
た
ち
、
そ
し
て
数
十
人
の
作
業
員
の
長
期
間
の

動
員
な
ど
を
考
え
る
と
、
石
窟
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、
膨
大
な
経
済
力
を
必
要
と
す
る
。
戦
乱
の
時
期
や
、
国
力
の
衰
退
期
に
で
き
る

こ
と
で
は
な
く
、
王
国
の
隆
盛
期
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
壁
画
に
描
か
れ
て
い
た
供
養
人
の
髪
型
や
服
装
、
題
記
の
複

数
の
言
語
、
近
辺
か
ら
出
土
し
た
仏
教
経
典
の
書
写
の
年
代
等
を
考
え
併
せ
て
み
る
に
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
の
穿
た
れ
た
時
代
は
、
車
師

前
国
の
三
二
七
年
か
ら
四
四
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
部
分
的
に
は
改
修
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
重
修
の
程

度
か
ら
推
察
す
る
に
、
原
形
を
修
復
す
る
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
十
一
世
紀
前
後
の
回
鶻
高
昌
の
時
代
、
再
び
脚
光
を
浴
び
た
ら
し
く
、
朽
ち
果
て
た
壁
画
の
上
に
再
び
白
土
を
塗
り
、
仏
教

壁
画
を
描
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
四
号
窟
を
調
査
し
て
み
た
が
、
壁
画
の
下
に
古
い
壁
画
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
下
地
は
六
世
紀
の

も
の
で
あ
り
、
表
層
は
十
一
世
紀
の
も
の
で
あ
っ
た
。

十
五
世
紀
中
頃
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
本
格
的
な
西
域
流
入
と
と
も
に
、
壁
画
も
塑
像
も
破
壊
さ
れ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
窟
の

中
よ
り
、
清
の
康
煕
や
乾
隆
の
年
号
が
散
見
で
き
る
が
、
こ
れ
は
信
仰
心
か
ら
の
参
観
で
は
な
く
、
単
な
る
清
朝
の
国
境
守
備
隊
の
物
見

遊
山
の
落
書
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
の
窟
内
の
壁
に
訪
問
の
年
号
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
中
原
と
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ト
ル
フ
ァ
ン
と
の
政
治
的
な
関
係
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
歴
史
的
資
料
と
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
千
仏
洞
の
窟
内
は
高
昌
人
の
、
ベ
ゼ

ク
リ
ク
千
仏
洞
と
は
若
干
異
な
り
、
車
師
人
の
文
化
と
伝
統
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
仏
教
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

注（
１
）「
ト
ル
フ
ァ
ン
」
の
地
名
は
、
元
代
よ
り
以
後
の
呼
び
名
で
、
ウ
ィ
グ
ル
語
で
は
、
ト
ル
は
「
の
ろ
し
台
」、
フ
ァ
ン
は
「
城
・
住
め
る
と
こ
ろ
」

の
意
で
あ
る
。
は
じ
め
は
「
土
乱
翻
」
と
表
記
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
「
濛
々
と
埃
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
所
」
の
意
で
、
侮
辱
す
る
表
現
で
あ

っ
た
た
め
「
吐
魯
番
」
と
改
め
ら
れ
た
。

ト
ル
フ
ァ
ン
は
、
前
漢
時
代
は
ア
ー
リ
ア
系
の
遊
牧
民
が
住
ん
で
い
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
土
す
る
古
文
書
は
、

カ
ロ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
、
ト
カ
ラ
、
ホ
ー
タ
ン
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
チ
ベ
ッ
ト
、
パ
ス
パ
、
西
夏
、
ウ
ィ
グ
ル
、
ソ
グ
ト
、
パ
ル
テ
ィ
ア
、
漢
、

ペ
ル
シ
ャ
な
ど
の
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
異
民
族
が
往
き
交
う
文
明
の
十
字
路
だ
っ
た
。
多
く
の
人
々
が
こ
の
盆
地
に
集
ま
っ
た
の
は
、
土
地

が
豊
か
で
あ
り
、
経
済
が
安
定
し
て
い
た
為
で
も
あ
っ
た
。『
魏
書
』
高
昌
伝
に
は
、「
気
温
が
高
く
、
土
地
は
肥
え
て
お
り
、
二
毛
作
で
あ
り
、

養
蚕
や
果
実
に
適
し
、
人
口
も
多
い
。
灌
漑
水
路
が
あ
り
、
蜜
も
塩
も
と
れ
、
ブ
ド
ウ
酒
を
産
出
す
る
。
住
民
は
天
神
に
仕
え
、
大
乗
仏
教
を
信

仰
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

な
お
、
七
〇
三
年
（
唐
の
長
安
三
年
）
の
書
写
で
あ
る
「
董
文
徹
牒
文
」
に
は
、
仏
教
の
慈
悲
の
思
想
が
民
衆
の
生
活
の
上
に
実
践
さ
れ
、
役

人
が
少
し
で
も
農
民
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
よ
う
と
必
死
に
な
っ
て
努
力
し
て
い
る
姿
勢
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
敦
煌
は
、
ス
タ
イ

ン
や
ペ
リ
オ
文
書
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
僧
侶
と
役
人
が
結
託
し
て
、
善
良
な
住
民
に
布
施
を
強
要
し
続
け
て
い
た
。
民
衆
は
権
威
や
権
力
に
よ

る
弾
圧
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
は
る
ば
る
白
龍
堆
を
越
え
て
西
方
の
ト
ル
フ
ァ
ン
に
逃
亡
す
る
様
子
が
、
七
〇
四
年
の
「
軍
官
妻
帯
調
査
答
申
文
書
」

に
生
々
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
古
文
書
を
読
む
と
、
出
家
者
と
政
治
家
が
手
を
結
び
、
そ
の
腐
敗
と
堕
落
が
い
か
に
民
衆
を
不
幸
に

す
る
か
を
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史
が
明
確
に
証
明
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
２
）
唐
王
朝
が
ト
ル
フ
ァ
ン
を
西
州
と
改
め
、
高
昌
壁
に
西
州
都
督
府
を
設
置
し
た
後
も
、
高
昌
は
県
名
と
し
て
残
存
し
、
六
四
〇
年
か
ら
六
五
八
年

ま
で
は
、
西
域
で
の
唐
の
最
高
軍
政
機
関
で
あ
る
安
西
都
護
府
が
置
か
れ
た
。
五
県
二
四
郷
、
府
兵
の
五
衝
府
の
も
と
ト
ル
フ
ァ
ン
は
繁
栄
し
、

『
元
和
郡
県
志
』
や
『
旧
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、
約
五
万
人
の
住
民
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
出
土
す
る
諸
語
に
よ
る
文
献
資
料
か
ら
、

他
民
族
が
雑
居
し
つ
つ
も
、
共
に
協
調
し
高
度
な
仏
教
美
術
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
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（
３
）『
史
記
』
大
宛
列
伝
に
「
楼
蘭
、
姑
師
の
邑
は
城
郭
有
り
、
塩
澤
に
臨
む
」。『
漢
書
』
西
域
伝
に
「
前
後
部
お
よ
び
東
且
弥
、
卑
陸
、
蒲
類
、
移

支
は
、
こ
れ
車
師
六
国
な
り
。
北
は
匈
奴
と
接
す
」
と
あ
る
。
姑
師
と
車
師
は
同
名
の
異
訳
で
あ
る
。
前
一
七
六
年
、
匈
奴
の
冒
頓
単
于
は
中
央

ア
ジ
ア
に
大
遠
征
し
て
、「
月
氏
、
楼
蘭
、
烏
孫
、
車
師
な
ど
西
域
二
十
六
国
を
支
配
下
に
入
れ
た
」（『
史
記
』
巻
一
一
〇
、
匈
奴
列
伝
）
と
、

漢
土
に
手
紙
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
前
漢
の
武
帝
は
前
一
一
〇
年
、
従
驃
侯
の
趙
破
奴
を
車
師
に
遠
征
さ
せ
、
さ
ら
に
前
六
八
年
に

は
、
鄭
吉
を
車
師
の
西
方
の
渠
犂
に
屯
田
さ
せ
た
。

こ
の
車
師
は
、
前
三
世
紀
よ
り
以
前
は
塞
（SA

K

）
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
以
後
は
車
師
と
呼
称
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
早
期

の
土
着
民
族
で
あ
る
。
都
は
交
河
城
、
約
七
〇
〇
戸
の
家
々
が
建
ち
並
び
、
人
口
は
六
〇
五
〇
、
兵
数
は
一
八
六
五
人
で
あ
っ
た
。
い
ま
一
つ
の

都
は
ジ
ル
サ
ル
で
あ
っ
た
。
前
漢
時
代
の
車
師
の
貴
顕
の
墓
地
が
、
交
河
故
城
の
西
の
台
地
に
あ
り
、
一
九
九
四
年
、
二
十
余
の
墓
穴
が
発
見
さ

れ
、
出
土
文
書
は
三
〇
〇
余
件
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
九
月
、
交
河
　
の
西
の
一
号
墓
か
ら
、
黄
金
の
ラ
ク
ダ
や
虎
の
装
飾
品
、
直
径

二
十
七
セ
ン
チ
、
高
さ
一
、
九
〜
四
、
一
セ
ン
チ
、
重
さ
七
七
、
三
グ
ラ
ム
の
金
製
の
首
輪
が
発
見
さ
れ
た
。
私
も
発
見
直
後
、
す
ぐ
に
柳
洪
亮

前
館
長
の
案
内
で
、
出
土
し
た
墓
穴
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
４
）
麹
氏
高
昌
時
代
の
仏
教
を
見
る
に
、
寺
院
は
西
谷
寺
・
大
后
寺
・
公
主
寺
・
田
地
公
寺
・
永
安
公
主
寺
・
綰
曹
寺
・
宿
衛
寺
・
郎
中
寺
・
和
郎
中

寺
・
唐
司
馬
寺
・
馮
僧
保
寺
・
張
阿
忠
寺
・
馬
寺
・
朱
寺
・
宋
寺
・
北
許
寺
・
東
許
寺
な
ど
、
出
土
す
る
古
文
書
よ
り
三
〇
〇
余
寺
の
名
称
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
九
八
一
年
、
宋
朝
の
王
延
徳
が
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
時
、
高
昌
城
内
だ
け
で
も
五
十
余
座
の
仏
教
寺
院
を
見
た
と
い
う
。

当
時
の
高
昌
国
の
戸
数
か
ら
計
算
す
る
に
、
約
二
〇
〇
戸
で
一
寺
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
寺
院
の
中
に
は
数
多
く
の
出
家
者
が
お
り
、

そ
の
氏
名
を
調
査
す
る
時
、
驚
く
こ
と
に
ト
ル
フ
ァ
ン
の
出
家
者
は
三
〇
〇
〇
名
を
下
ら
な
い
。
人
口
は
約
三
万
人
で
あ
る
か
ら
、
十
人
に
一
人

は
僧
尼
と
い
う
人
口
の
異
常
構
成
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の
経
済
を
崩
壊
さ
せ
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
。

（
５
）
ヤ
ー
ル
湖
千
仏
洞
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
石
窟
寺
院
の
建
立
の
条
件
、
す
な
わ
ち
、
岸
壁
の
素
地
が
硬
く
、
草
泥
が
塗
り
や
す
い
。
風
が
さ

え
ぎ
ら
れ
て
画
の
保
存
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
直
射
日
光
が
入
ら
ず
、
静
寂
閑
雅
に
し
て
風
光
明
媚
な
地
域
で
あ
る
こ
と
、
集
落
の
騒

音
か
ら
離
れ
て
い
る
も
の
の
、
村
と
の
交
流
が
容
易
で
修
行
者
の
衣
食
の
充
足
が
可
能
な
範
囲
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
清
涼
な
水
の
採
取
が
で

き
る
河
川
か
湖
水
が
近
く
に
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
条
件
に
適
っ
た
場
所
に
、
千
仏
洞
は
位
置
し
て
い
た
。

（
や
ま
だ
　
か
つ
ひ
さ
・
委
嘱
研
究
員
）
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ヤール湖千仏洞より交河故城西壁を望む（筆者撮影）

０　　500 1000m
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ヤール湖千仏洞近景（筆者撮影）

N

０　 ５　 10m

7 6 5

4
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礼仏図、貴顕の背には如意彩雲が描かれている（筆者撮影）

天井の千仏、傍題の墨書は消滅している（筆者撮影）
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Research Report on the Yarhu Thousand-Buddha
Caves in Turfan

Katsuhisa Yamada

Turfan is an important oasis city along the Silk Road with its long history of over two

thousand years. It is also a transfer point through which Buddhism spread to the East.

This oasis city was recorded in history books as a place where Mahayana Buddhism

flourished. 

This is the first extensive Japanese report about the ruins of Yarhu Thousand-Buddha

Caves, one of Turfan’s historic sites that are closed to the public. In this paper, the mural

painting in the caves are introduced, and evidence to support approximate formation ages

is provided. Also included are photographs taken on site as well as a floor plan of the

cave. Furthermore, I have mentioned in the notes, a short history of Turfan’s rise and

fall, and offer proof that the caves are one of the glorious flowers of Buddhist culture.
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